
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

○

物

品

の

売

買

、

修

理

等

の

契

約

に

係

る

一

般

競

用

度

課

争

入

札

（

条

件

付

）

参

加

資

格

を

得

よ

う

と

す

る

目

次

担

当

課

（

室

）

者

の

資

格

審

査

の

実

施

○

岡

山

県

役

務

の

提

供

の

契

約

に

係

る

入

札

参

加

〃

【

告

示

】

資

格

の

審

査

の

実

施

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

【

岡

山

県

市

町

村

職

員

共

済

組

合

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

○

平

成

二

十

八

年

度

決

算

の

要

旨

岡

山

県

市

町

村

職

員

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

共

済

組

合

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

消

防

保

安

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

県

営

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

耕

地

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

平成２９年６月２３日 第１１８９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
三
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申

請
の

概
要

(
1
)

申
請

者
の

氏
名

又
は

名
称

及
び

住
所

並
び

に
法

人
に

あ
っ

て
は

そ
の

代
表

者
の

氏
名

名
称

北
興

化
学

工
業

株
式

会
社

住
所

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
本

町
一

丁
目

５
番

４
号

氏
名

代
表

取
締

役
社

長
中

島
喜

勝

(
2
)

工
場

又
は

事
業

場
の

名
称

及
び

所
在

地

名
称

北
興

化
学

工
業

株
式

会
社

岡
山

工
場

所
在

地
玉

野
市

胸
上

4
0
2番

地

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 廃 止 新 設

46－イ

種 類
有機化学工業製品製造

同左業の用に供する水洗施
設（Ｒ－オ－４）

能 力 3.2㎥／時 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 12.3 18.8
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 0.5～2.5 0.5～2.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 299 494
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 33 57 同左

油 分（㎎／Ｌ） 32 41

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 19 38

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 6 10

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成29年６月23日から同年７月14日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

二－

（
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）－
二－

フ
ェ
ニ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン－

一－

オ
ン
（
通
称
名
Ｄ
ｅ
ｓ

ｃ
ｈ
ｌ
ｏ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
、
Ｄ
Ｘ
Ｅ
、
Ｄ
Ｃ
Ｋ
）
及
び
そ
の
塩
類

２

一－

（
四－

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）－

Ｎ－
メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

ア
ミ
ン
（
通
称
名
四－

Ｃ

Ｍ
Ａ
、
ｐ－

Ｃ
Ｍ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩
類

３

一－

（
四－

シ
ア
ノ
ブ
チ
ル
）－

Ｎ－

（
二－

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

イ
ル
）－

一
Ｈ－

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル－

三－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
（
通
称
名
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｙ
Ｌ－

四
Ｃ
Ｎ－

Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）

及
び
そ
の
塩
類

二

指
定
の
理
由

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

彩

２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
父
井
原
三
三
八

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
恵
清

２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
父
井
原
三
三
八

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
三
〇
〇
六
三
六

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援
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〔
二
二
四
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を

決
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

岡
山
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
航
管
理
業
務

二

契
約
期
間

平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
消
防
保
安
課
消
防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー

岡
山
市
北
区
日
応
寺
七
六
一－

一

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
五
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

四
国
航
空
株
式
会
社

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
六
七
二－

一

六

契
約
金
額

五
六
〇
、
五
二
〇
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四
一
、
五
二
〇
、
〇
〇

〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

該
当
す
る
た
め
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〔
二
二
五
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
よ
り
そ
い
グ
ル
ー
プ

三

代
表
者
の
氏
名

福
髙

美
鈴

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
酒
津
二
二
六
〇－

二－

西

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
生
活
を
す
る
人
々
や
、
そ
の
他
支
援

を
必
要
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
、
地
域
で
の
生
活
が
可
能
に

な
る
よ
う
な
支
援
事
業
を
行
い
、
す
べ
て
の
人
々
が
自
分
ら
し
く
輝
い
て
生
き
て
い
け
る
地
域
社
会

作
り
と
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
、
会
議
に
関
す
る
事
項
及
び
定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項
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〔
二
二
六
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
の
会

三

代
表
者
の
氏
名

浅
原

精
二

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
連
島
町
連
島
六
三
番
地
一
二
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
在
宅
の
回
復
途
上
に
あ
る
障
害
者
に
対
し
て
、
生
活
指
導
や
作
業
訓
練
と
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
、
社
会
適
応
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
回
復
途
上
者
の
社
会
適

応
訓
練
の
場
の
確
保
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
及
び
会
議
に
関
す
る
事
項
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〔
二
二
七
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
も
れ
び
の
会

三

代
表
者
の
氏
名

江
原

文
平

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
新
庄
二
六
九
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
が
日
常
生
活
を
送
る
に
あ
た
り
、
介
護
、
援
助
が
必
要
な
人
に

対
し
て
、
介
護
福
祉
事
業
等
を
行
い
、
社
会
全
体
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類
及
び
役
員
に
関
す
る
事
項
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〔
二
二
八
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
周
匝
地
区
の
環
境
美
化
を
進
め
る
会

三

代
表
者
の
氏
名

井
上

稔
朗

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

赤
磐
市
周
匝
一
四
七
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
吉
井
城
山
公
園
と
そ
の
周
辺
里
山
及
び
周
匝
地
区
の
環
境
美
化
を
進
め
、
地
域
住

民
の
み
な
ら
ず
全
国
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
に
対
し
て
憩
い
の
場
を
提
供
し
、
観
光
客
と
地
域
住
民

と
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
広
く
公
益
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
二
九
〕
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

地

区

名

工

種

完
了
年
月
日

カ

ル

ス

ト

農

道

二
九
・

三
・
三
〇

羽

賀

峠

用

排

水

二
九
・

三
・
三
一

松

木

池

た

め

池

二
九
・

三
・
二
四

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
〇
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
早
島
町
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

都
窪
郡
早
島
町
全
域

数
値
地
形
図
修
正
（
地
図
情
報
レ

平
成
二
十
九
年
五
月
十
七
日
か
ら

ベ
ル
一
〇
〇
〇
）

同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
一
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
矢
掛
町
か
ら
矢
掛
都
市
計
画
下
水
道
に
つ
い
て
の
都
市
計
画
の

変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

都
市
計
画
の
種
類

矢
掛
都
市
計
画
下
水
道

二

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
日

三

縦
覧
場
所

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

な
お
、
原
本
は
、
矢
掛
町
建
設
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
二
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道

路

の

位

置

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

指

定

年

月

日

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

岡
山
県
指
令
備
中
局

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
里
見
字
松
尾
沖
四
三

四
・
〇
〇

五
二
・
一
〇

建
第
二
〇
〇
八
号

〇
三
番
五
、
四
三
〇
三
番
六
、
四
三
〇
三

平
成
二
十
九
年
六
月

番
七
、
四
三
〇
三
番
九
、
四
三
〇
三
番
一

十
五
日

〇
、
四
三
一
二
番
五
、
四
三
〇
三
番
五
地

先
道
、
四
三
〇
三
番
七
地
先
道
、
四
三
〇

三
番
九
地
先
道
、
四
三
〇
三
番
一
〇
地
先

道
、
四
三
一
二
番
五
地
先
道
、
四
三
一
二

番
五
地
先
堤
（
里
庄
町
）
、
四
三
一
二
番

五
地
先
水
路
、
四
三
一
二
番
五
地
先
堤
（
岡

山
県
）

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
延
西
三
四
三－

七

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
西
市
五
二
七－

二
フ
ォ
ブ
ー
ル
西
市
三
〇
三
号
室

田
原

博
之

田
原

悦
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
〇
号

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
セ
ウ
キ
一
三
八
二－

三
、
一
三
八
二－

四

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
手
一
二
二
五－

一
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
一

一
〇
八
号
室

立
川

圭
吾

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
九
号

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
矢
尾
字
日
笠
五
〇
七－

七
、
五
一
〇－

二

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

都
窪
郡
早
島
町
早
島
三
五
一
九－
五

林

猛

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
九
号

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

真
庭
市
久
世
字
中
島
井
手
向
三
二
九
五－

二
、
三
三
〇
一
、
字
中
島
三
三
〇
七－

一
、
字
黒
尾

三
二
九
七－

二
、
字
小
家
ノ
前
三
三
〇
二－

一
、
三
三
〇
三－

一
、
字
中
島
井
手
向
三
三
〇
一
か

ら
字
中
島
三
三
〇
七－

一
地
先
水
路

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇－

一
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

代
表
取
締
役

宇
野

正
晃

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
〇
号

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
堀
越
一
六
四
三－

三
一
、
一
六
四
三－

三
三

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
米
倉
七
一－

三
シ
テ
ィ
パ
ル
米
倉
一
〇
〇
三
号
室

岩
﨑

輝

岩
﨑
真
理
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
五
三
号

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



〔
二
三
八
〕
物
品
の
売
買
、
修
理
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
を
得
よ
う

と
す
る
者
の
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

資
格
審
査
を
行
う
営
業
区
分
及
び
業
種
区
分

１

物
品
の
販
売
及
び
修
理

文
具
、
事
務
用
機
器

木
工
、
家
具

薬
品

印
刷

燃
料
、
油
脂

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

機
械
器
具

工
事
用
材
料

車
両
、
船
舶

そ
の
他

(6)

(7)

(8)

(9)

２

物
品
の
買
受
け

金
属
、
木
製
品
、
紙
類
の
古
物

家
具
、
食
品
、
動
物
類
の
生
産
物

(1)

(2)

二

審
査
事
項

１

申
請
時
の
直
前
事
業
年
度
の
決
算
（
以
下
「
直
前
決
算
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
売
上
高
（
消

費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
除
く
。
）

２

直
前
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
額

３

直
前
決
算
に
お
け
る
機
械
設
備
等
の
価
額

４

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率

５

申
請
時
に
お
け
る
従
業
員
数

６

申
請
時
ま
で
の
営
業
年
数

７

男
女
共
同
参
画
の
推
進
状
況

８

障
害
者
雇
用
の
状
況

９

環
境
基
準
等
の
達
成
状
況

三

資
格
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

次
に
掲
げ
る
者
は
、
資
格
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
１
に
掲
げ
る
者
で
知
事

が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定

す
る
者

２

岡
山
県
税
、
市
町
村
税
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
課
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

３

営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
得
て
い
な
い
者

４

岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規

平成２９年６月２３日　岡山県公報　第１１８９９号



定
す
る
者

５

４
に
掲
げ
る
者
を
役
員
又
は
支
配
人
と
し
て
い
る
法
人
及
び
当
該
者
を
支
配
人
と
し
て
い
る
個

人
６

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
４
又
は
５
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

四

資
格
審
査
の
申
請
手
続

１

提
出
書
類
（
官
公
署
の
証
明
に
係
る
書
類
は
、
作
成
後
三
月
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）

申
請
書

(1)

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

(2)
身
分
証
明
書
、
法
務
局
長
が
発
行
す
る
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
及
び
登
記
事
項
証

明
書
（
支
配
人
を
選
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

岡
山
県
県
民
局
長
が
発
行
し
た
県
税
（
延
滞
金
等
を
含
む
。
）
の
納
税
証
明
書
（
滞
納
が
な

(3)
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
（
県
に
納
税
の
義
務
が
あ
る
者
に
限

る
。
）

岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
市
町
村
税
（
延
滞
金
等
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
納

(4)
税
証
明
書
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
に
納
税
の
義
務
が
あ
る
者
に
限
る
。
）
。
た
だ
し
、
岡
山
県

内
の
営
業
所
の
長
等
に
県
と
の
契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
の
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
営
業
所
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書
、
委
任
し
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
岡
山
県
内
の
本
店
又
は
主
た
る
営
業
所
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
発
行

し
た
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書

税
務
署
長
が
発
行
し
た
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
未
納
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明
書

(5)

直
前
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
、
個

(6)
人
に
あ
っ
て
は
損
益
計
算
書
及
び
資
産
負
債
調
）

印
鑑
登
録
証
明
書

(7)

誓
約
書

(8)

法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
及
び
支
配
人
の
名
簿
、
個
人
に
あ
っ
て
は
支
配
人
の
名
簿
（
支
配
人

(9)
を
選
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
許
可
、
認
可
等
を
得
て
い
る

(10)
こ
と
を
証
す
る
書
類

契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
の
権
限
を
営
業
所
の
長
等
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状

(11)
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そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

(12)
２

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成

元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
五
１
に
お
い
て
「
県

の
休
日
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
申
請
書
類
を
提
出
す
る
場
合
は
、
同
月
十
六
日
必
着
と
す
る
。

３

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
西
庁
舎
一
階
会
議
室

４

提
出
方
法

持
参
の
場
合

(1)

２
の
提
出
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。
）

の
間
に
３
の
提
出
場
所
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
。

郵
送
等
の
場
合

(2)

八
の
問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
。

五

申
請
書
の
交
付
期
間
等

１

交
付
期
間

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
（
県
の
休
日
を
除
く
。
）

２

交
付
場
所

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
並
び
に
各
県
民
局
地
域
政
策
部
総
務
課
及
び
地
域
総
務
課

３

交
付
方
法

２
の
交
付
場
所
に
お
い
て
交
付
を
受
け
る
場
合

(1)

１
の
交
付
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）
の
間
に
交
付
す

る
。郵

送
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
場
合

(2)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
（
長
さ
三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
幅
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
の
封
筒
に
返
信
先
宛
名
を
明
記
し
、
二
百
五
十
円
分
の
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を

同
封
し
て
、
岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
郵
便
番
号
七
〇
〇－

八
五
七
〇
岡
山
市
北
区
内

山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
宛
て
に
請
求
す
る
こ
と
（
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
四
日
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
。
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岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

(3)

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
7
4
/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六

資
格
審
査
の
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

八

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班

電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六－

七
五
三
八
又
は
（
〇
八
六
）
二
二
六－

七
五
三
七
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〔
二
三
九
〕
建
物
等
の
保
守
管
理
、
廃
棄
物
の
処
理
、
警
備
、
調
査
研
究
、
企
画
製
作
、
運
送
保
管
、

機
械
設
備
等
の
保
守
点
検
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
等
の
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
の

審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
行
う
契
約

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
役
務
の
提
供
の
契
約

二

審
査
事
項

１

申
請
時
の
直
前
事
業
年
度
の
決
算
（
以
下
「
直
前
決
算
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
売
上
高
（
消

費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
除
く
。
）

２

直
前
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
額

３

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率

４

申
請
時
に
お
け
る
従
業
員
数

５

申
請
時
ま
で
の
営
業
年
数

６

Ｉ
Ｓ
Ｏ
審
査
登
録
等
に
関
す
る
事
項

７

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
事
項

８

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
項

９

事
業
者
認
定
等
に
関
す
る
事
項
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
み
）

情
報
処
理
技
術
者
数
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
み
）

10
三

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

次
に
掲
げ
る
者
は
、
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
１
に
掲
げ

る
者
で
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定

す
る
者

２

岡
山
県
税
、
市
町
村
税
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
課
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

３

営
業
に
関
し
免
許
、
許
可
、
認
可
、
資
格
等
（
以
下
「
許
認
可
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
又

は
届
出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
な
い
者
又

は
当
該
届
出
等
を
行
っ
て
い
な
い
者

４

業
務
の
種
類
に
応
じ
知
事
が
必
要
と
認
め
る
資
格
を
有
す
る
者
を
常
時
勤
務
す
る
者
と
し
て
有
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し
て
い
な
い
者

５

岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規

定
す
る
者

６

５
に
掲
げ
る
者
を
役
員
又
は
支
配
人
と
し
て
い
る
法
人
及
び
当
該
者
を
支
配
人
と
し
て
い
る
個

人
７

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
５
又
は
６
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

四

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
手
続

１

提
出
書
類
（
官
公
署
の
証
明
に
係
る
書
類
は
、
作
成
後
三
月
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）

申
請
書

(1)

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

(2)
身
分
証
明
書
、
法
務
局
長
が
発
行
す
る
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
及
び
登
記
事
項
証

明
書
（
支
配
人
を
選
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

岡
山
県
県
民
局
長
が
発
行
し
た
県
税
（
延
滞
金
等
を
含
む
。
）
の
納
税
証
明
書
（
滞
納
が
な
い

(3)
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）（
県
に
納
税
の
義
務
が
あ
る
者
に
限
る
。
）

岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
市
町
村
税
（
延
滞
金
等
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
納

(4)
税
証
明
書
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
に
納
税
の
義
務
が
あ
る
者
に
限
る
。
）
。
た
だ
し
、
岡
山
県

内
の
営
業
所
の
長
等
に
県
と
の
契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
の
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
営
業
所
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書
、
委
任
し
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
岡
山
県
内
の
本
店
又
は
主
た
る
営
業
所
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
発
行

し
た
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書

税
務
署
長
が
発
行
し
た
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
未
納
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明
書

(5)

直
前
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
、
個

(6)
人
に
あ
っ
て
は
損
益
計
算
書
及
び
資
産
負
債
調
）

印
鑑
登
録
証
明
書

(7)

法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
及
び
支
配
人
の
名
簿
、
個
人
に
あ
っ
て
は
支
配
人
の
名
簿
（
支
配
人

(8)
を
選
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

営
業
に
関
し
許
認
可
等
を
受
け
、
又
は
届
出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当

(9)
該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
届
出
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
の
権
限
を
営
業
所
の
長
等
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状

(10)
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そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

(11)
２

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成

元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
五
１
に
お
い
て
「
県

の
休
日
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
。
た
だ
し
、
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
申
請
書
類
を
提
出
す
る
場
合
は
、
同
月
十
六
日
必
着
と
す
る
。

３

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
西
庁
舎
一
階
会
議
室

４

提
出
方
法

持
参
の
場
合

(1)

２
の
提
出
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。
）

の
間
に
３
の
提
出
場
所
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
。

郵
送
等
の
場
合

(2)

八
に
掲
げ
る
役
務
に
係
る
業
務
に
応
じ
た
問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
。

五

申
請
書
の
交
付
期
間
等

１

交
付
期
間

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
（
県
の
休
日
を
除
く
。
）

２

交
付
場
所

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
、
総
務
部
財
産
活
用
課
、
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
並
び
に
各
県
民
局

地
域
政
策
部
総
務
課
及
び
地
域
総
務
課

３

交
付
方
法

２
の
交
付
場
所
に
お
い
て
交
付
を
受
け
る
場
合

(1)

１
の
交
付
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）
の
間
に
交
付
す

る
。郵

送
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
場
合

(2)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
（
長
さ
三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
幅
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
の
封
筒
に
返
信
先
宛
名
を
明
記
し
、
二
百
五
十
円
分
の
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を

同
封
し
て
、
岡
山
県
出
納
局
用
度
課
、
総
務
部
財
産
活
用
課
又
は
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
（
郵
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便
番
号
七
〇
〇－

八
五
七
〇
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
宛
て
に
請
求
す
る
こ
と

（
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
四
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
。

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

(3)

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pref.okayama.jp/soshiki/74/)

、

総
務
部
財
産
活
用
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
1
0
/

）

又
は
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i

/
2
0
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

八

問
い
合
わ
せ
先

１

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
役
務
の
う
ち
大
分
類
１
建
物
等
の
保
守
管
理
、
大
分
類
２
廃

棄
物
の
処
理
及
び
大
分
類
３
警
備
に
係
る
業
務

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
庁
舎
管
理
班
（
直
通
電

話
（
〇
八
六
）
二
二
六－

七
二
三
四
）

２

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
役
務
の
う
ち
大
分
類
８
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
情
報
化
推
進
班

（
直
通
電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六－

七
二
六
四
）

３

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
役
務
の
う
ち
１
及
び
２
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る

業
務岡

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
直
通
電
話
（
〇
八

六
）
二
二
六－

七
五
三
八
）
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4 3 2 1
番
号

警
備

廃
棄
物
の
処
理

建
物
等
の
保
守

管
理

種

目

5 4 3 2 1 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
番
号

そ
の
他

検
査

環
境
測
定

調
査
研
究

（
自
然
科
学
分
野

)

調
査
研
究

（
社
会
経
済
分
野

)

そ
の
他

機
械
警
備

施
設
警
備

そ
の
他

廃
棄
物
再
生
事
業

特
別
管
理
廃
棄
物

（
処
分

）

特
別
管
理
廃
棄
物

（
収
集
運
搬

）

産
業
廃
棄
物

（
処
分

）

産
業
廃
棄
物

（
収
集
運
搬

）

一
般
廃
棄
物

（
処
分

）

一
般
廃
棄
物

（
収
集
運
搬

）

そ
の
他

施
設
の
管
理
・
運
営

建
築
物
等
の
定
期
点
検

庭
木
芝
生
管
理

（
剪
定
・
殺
虫
消

毒

）

昇
降
機
等
保
守

消
防
設
備
保
守

危
険
物
施
設
保
守

ボ
イ
ラ
ー

の
運
転
・
清
掃
・
保
守

冷
暖
房
設
備
等
保
守

給
排
水
・
換
気
設
備
等
保
守

電
気
設
備
等
保
守

中
央
監
視
設
備
等
保
守

電
気
・
機
械
設
備
等
の
運
転
・
監

視 建
築
物
ね
ず
み
昆
虫
等
防
除

排
水
槽
の
清
掃

浄
化
槽
の
保
守
・
清
掃

建
築
物
飲
料
水
貯
水
槽
等
清
掃

無
線
通
信
設
備
保
守

放
送
・
時
計
設
備
等
保
守

有
線
通
信
設
備
保
守

建
築
物
清
掃 種

目

出
納
局
用
度
課

総
務
部
財
産
活

用
課

9 8 7 6 5
番
号

情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス

運
送
保
管

種

目

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 9 7 6 5 4 3 2 1 6 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1
番
号

そ
の
他

森
林
管
理

公
園
・
河
川
の
管
理

ク
リ
ー

ニ
ン
グ

損
害
保
険

筆
耕
・
翻
訳

研
修
業
務

人
材
派
遣
サ
ー

ビ
ス

給
食
業
務

健
康
診
断

そ
の
他

通
信
サ
ー

ビ
ス

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス

A
S
P

（
ア
プ
リ
ケ
ー

シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

）

デ
ー

タ
処
理

シ
ス
テ
ム
等
管
理
運
営

シ
ス
テ
ム
等
開
発
・
改
良

コ
ン
テ
ン
ツ
作
成

そ
の
他

設
備

（
建
物
等
の
保
守
管
理
以

外

）

機
械

そ
の
他
機
器

分
析
機
器

計
測
機
器

そ
の
他

保
管

梱
包
・
発
送

貨
物
運
送

旅
客
運
送

そ
の
他

デ
ザ
イ
ン
企
画

イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営

広
告
・
広
報

映
画
・
ビ
デ
オ

写
真
・
製
図

看
板

物
品

種

目

出
納
局
用
度
課

県
民
生
活
部
情

報
政
策
課

出
納
局
用
度
課

別

表

担

当

課

情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
調

査

(

通
信
に
関
す
る
も
の
は

、

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
も
の
に

限
る

。

)

8

大
分
類

小

分

類

業

務

種

目

そ
の
他

（
情
報

通
信
サ
ー

ビ
ス

を
除
く

。

）

機
械
設
備
等
の

保
守
点
検

（
情

報
通
信
サ
ー

ビ

ス
を
除
く

。

）

企
画
製
作

（
情

報
通
信
サ
ー

ビ

ス
を
除
く

。

）

調
査
研
究

（
情

報
通
信
サ
ー

ビ

ス
を
除
く

。

）

担

当

課

大
分
類

業

務

種

目

小

分

類
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◎
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
公
告
第
六
百
五
十
四
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長

山

野

通

彦
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１ 組合に属する地方公共団体数

市 町 村
一部事務

組合等
計

１５ １０ ２ ４０ ６７

※ 一部事務組合等には、共済組合を含む。

２ 組合員数、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額の年度累計額等

組合員種別
一般組合員 市町村長

組合員

特定消防

組合員

長期

組合員

市町村長

長期組合員

任意継続

組合員
計

第三号

厚生年金

被保険者一般職 特別職

組 合 員 数 （人） 16,214 72 25 2,231 1 2 209 18,754 18,534

長期標準報酬の月額 （千円） 6,274,174 41,684 15,320 837,370 340 1,240 － 7,170,128 7,164,188

長期平均標準報酬の月額（円） 386,960 578,944 612,800 375,334 340,000 620,000 － 386,634 386,543

長期標準期末手当等の額の

年度累計額 （千円）
23,885,178 190,170 69,895 2,915,836 1,165 7,425 － 27,069,669 27,040,816

短期標準報酬の月額 (千円） 6,369,964 49,714 20,070 837,490 340 1,470 68,850 7,347,898 －

短期平均標準報酬の月額（円） 392,868 690,472 802,800 375,388 340,000 735,000 329,426 391,804 －

短期標準期末手当等の額の

年度累計額 （千円）
23,919,451 208,924 88,028 2,915,836 1,165 8,768 － 27,142,172 －
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３ 組合の職員数

経理単位 業 務 保 健 宿 泊 貯 金 貸 付 計

人 員 ２０人 ３人 ０人 ２人 １人 ２６人

４ 各経理単位別収支状況
短 期 経 理 厚 生 年 金 保 険 経 理 退 職 等 年 金 経 理

（収 入） 千円 （収 入） 千円 （収 入） 千円

短 期 負 担 金 5,529,253 負 担 金 15,267,660 負 担 金 829,012

介 護 負 担 金 473,676 [ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (7,305,785) [ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (627,317)

短期掛金(任継掛金を含む｡) 5,562,154 [ 標 準 期 末 手 当 等 分 ] (2,346,117) [ 標 準 期 末 手 当 等 分 ] (201,695)

介護掛金(任継掛金を含む｡) 483,421 [ 公 的 負 担 金 ] (4,228,093) 掛 金 829,027

連 合 会 交 付 金 554,572 [ 追 加 費 用 ] (1,387,665) [ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (627,346)

利 息 及 び 配 当 金 541 組 合 員 保 険 料 9,651,294 [ 標 準 期 末 手 当 等 分 ] (201,681)

賠 償 金 4,189 [ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (7,305,542) 計 1,658,039

前 年 度 繰 越 支 払 準 備 金 821,723 [ 標 準 期 末 手 当 等 分 ] (2,345,752) （支 出） 千円

計 13,429,529 計 24,918,954 負 担 金 払 込 金 829,012

（支 出） 千円 （支 出） 千円 掛 金 払 込 金 829,027

保 健 給 付 4,743,963 負 担 金 払 込 金 15,267,660 計 1,658,039

休 業 給 付 503,358 組 合 員 保 険 料 払 込 金 9,651,294

災 害 給 付 4 計 24,918,954

附 加 給 付 31,077

前 期 高 齢 者 納 付 金 2,328,721

後 期 高 齢 者 支 援 金 2,148,280

病 床 転 換 支 援 金 12

老 人 保 健 拠 出 金 50

退 職 者 給 付 拠 出 金 134,024

介 護 納 付 金 931,427

一 部 負 担 金 払 戻 金 54,762
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連 合 会 払 込 金 147,263

連 合 会 拠 出 金 530,575

業 務 経 理 へ 繰 入 37,187

任 継 掛 金 還 付 金 8,490

次 年 度 繰 越 支 払 準 備 金 815,301

計 12,414,494

差 引 当 期 利 益 金 1,015,035

前 年 度 末 利 益 剰 余 金 1,084,460

次 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 2,099,495

経 過 的 長 期 経 理 経 過 的 長 期 預 託 金 管 理 経 理 業 務 経 理

（収 入） 千円 （収 入） 千円 （収 入） 千円

負 担 金 204,456 利 息 及 び 配 当 金 56,822 負 担 金 200,786

[ 標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (16,310) 計 56,822 連 合 会 交 付 金 96,121

[ 標 準 期 末 手 当 等 分 ] (5,060) （支 出） 利 息 及 び 配 当 金 158

[ 追 加 費 用 ] (174,900) 支 払 利 息 56,822 短 期 経 理 よ り 繰 入 37,187

[旧恩給組合条例給付に係る払込金] (8,186) 計 56,822 雑 収 入 64

計 204,456 計 334,316

（支 出） 千円 （支 出）

126,660負 担 金 払 込 金 204,456 役 職 員 給 与

計 204,456 旅 費 ・ 事 務 費 17,177

委 託 費 7,260

賃 借 料 20,348

普 及 費 8,225

負 担 金 21,859

消 費 税 3,412

連 合 会 分 担 金 13,746

事 務 費 負 担 金 払 込 金 89,085

減 価 償 却 費 1,216
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そ の 他 の 支 出 1,475

計 310,463

差 引 当 期 利 益 金 23,853

前 年 度 末 利 益 剰 余 金 428,413

次 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 452,266

保 健 経 理 宿 泊 経 理 貯 金 経 理 貸 付 経 理

（収 入） 千円 （収 入） 千円 （収 入） 千円 （収 入） 千円

負 担 金 229,145 施 設 収 入 298,852 利 息 及 び 配 当 金 613,905 組 合 員 貸 付 金 利 息 74,525

[標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (169,880) 商 品 売 上 12,061 償 還 差 益 3,810 連 合 会 交 付 金 320

[標 準 期 末 手 当 等 分 ] (53,930) 賃 貸 料 24,666 計 617,715 計 74,845

[特 定 健 診 等 負 担 金 ] (5,335) 利 息 及 び 配 当 金 817 （支 出） 千円 （支 出） 千円

掛 金 227,172 貸 倒 引 当 金 戻 入 168 職 員 給 与 12,804 職 員 給 与 3,854

[標 準 報 酬 の 月 額 分 ] (173,245) 保 健 経 理 よ り 繰 入 358 旅 費 ・ 事 務 費 3,464 旅 費 ・ 事 務 費 1,570

[標 準 期 末 手 当 等 分 ] (53,927) そ の 他 の 収 入 117 賃 借 料 2,972 委 託 費 209

保 険 手 数 料 14,683 計 337,039 普 及 費 1,700 賃 借 料 1,488

連 合 会 交 付 金 275 （支 出） 千円 負 担 金 2,250 負 担 金 638

利 息 及 び 配 当 金 244 旅 費 ・ 事 務 費 3,081 消 費 税 467 普 及 費 1,218

雑 益 9,705 商 品 仕 入 9,730 支 払 利 息 407,387 消 費 税 260

計 481,224 事 業 用 消 耗 品 費 8,342 そ の 他 の 支 出 429 支 払 利 息 56,647

（支 出） 千円 飲 食 材 料 費 56,181 計 431,473 連 合 会 払 込 金 3,900

職 員 給 与 14,240 委 託 費 138,880 差 引 当 期 利 益 金 186,242 そ の 他 の 支 出 54

厚 生 費 357,434 委 託 管 理 費 25,603 前年度末利益剰余金 3,054,521 計 69,838

特 定 健 康 診 査 等 費 31,925 光 熱 水 料 23,542 次年度繰越利益剰余金 3,240,763 差 引 当 期 利 益 金 5,007

[ 特 定 健 康 診 査 費 ] (11,838) 修 繕 費 24,511 前年度末利益剰余金 463,501

[ 特 定 保 健 指 導 費 ] (20,087) 洗 濯 費 8,276 次年度繰越利益剰余金 468,508

旅 費 ・ 事 務 費 3,337 賃 借 料 4,759

委 託 費 1,942 普 及 費 7,320

賃 借 料 4,403 負 担 金 13,716

普及費・調査研究費 2,666 消 費 税 1,302
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負 担 金 2,519 保 険 料 673

消 費 税 3,268 被 服 費 207

連 合 会 分 担 金 4,795 減価償却費・固定資産除却損 70,103

宿 泊 経 理 へ 繰 入 358 貸 倒 引 当 金 繰 入 186

減価償却その他の支出 184 そ の 他 の 支 出 458

計 427,071 計 396,870

差 引 当 期 利 益 金 54,153 差 引 当 期 損 失 金 59,831

前年度末利益剰余金 570,654 前年度末利益剰余金 354,661

次年度繰越利益剰余金 624,807 次年度繰越利益剰余金 294,830
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